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上田市公文書館だより/第 16 号 
■公文書館から 

信州から２００年ぶりの大関誕生 

■御嶽海が３度目の優勝を果たして大関に昇進し、この快

挙に出身地の上松町はもとより長野県中が沸き立ちまし

た。江戸期最強力士「雷電」以来 227 年ぶりとの報道が幾

度もあり、雷電出身地の東御市（旧大石村）がクローズアップされました。ち

なみに雷電は、上田市（旧丸子町長瀬）の相撲稽古場「石尊の辻」で、当時滞

在中だった江戸相撲の浦風親方のもとで修業に励んだとのこと。■上田市誌・

人物編には、大正から昭和にかけ幕内で活躍した「太郎山勇吉」の記載があり

ます。太郎山は雷電ゆかりの浦風部屋に入門して前頭５枚目まで上がり、引退

後は年寄り「浦風」を襲名して浦風部屋を運営しました。第２代上田市長の勝

俣英吉郎が発起人となり、太郎山へ化粧回しを贈っています。昭和１０年に引

退相撲と断髪式を上田市営野球場で行い、なんと２万５千人もの観衆が集ま

りました。御嶽海関の更なる活躍に期待！（土屋） 
 

■公文書館の催し〈第９回公文書館所蔵品企画展〉 

「『改訂鎮台条例』から上田市民会館の建設まで－明治・大正・昭和の公文書にみる上田地域の歴史－」 

「改訂鎮台条例」文書（明治 6 年）、上田市営飛行場関係文書（昭和 6 年）、上田市民会館

建設工事記事（昭和 38 年）など原本資料 9 点、写真パネル 9 点を展示します。 

⚫ 期 間 令和 4 年 2 月 10 日(木)～5 月 15 日(日) 

⚫ 説明会 3 月 5 日(土)、4 月 10 日(日)、両日とも午前 10 時・11 時・午後 1 時・2 時

から各 5 名定員、説明会申込は 2 月 22 日（火）から電話かメールで。 

⚫ 観覧料  無料（ただし丸子郷土博物館を観覧の場合は個人 100 円） 

（注）新型コロナウイルス感染状況により延期・中止の場合があります。お手数ですが、事前にホームペ

ージまたは電話でご確認をお願いします。 

■公文書館のご案内 開館時間：午前9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで） 

 □住所・電話 

〒386-0413長野県上田市東内 2564-1 

℡0268(75)6682 Fax0268(75)6683 

□メール 

kobunshokan@city.ueda.nagano.jp 

□ホームページ 

上田市ホームページ内を公文書館で検索 
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初代上田市長の 

細川吉次郎氏 

■公文書館所蔵資料の紹介 

城
下
村
の
「
第
二
回
村
会
議
事
録
」
文
書(

明
治
22
年)

 
◆
上
田
市
の
旧
城
下
村
に
は
、
明
治
22
年(

１
８
８
９
年)

の
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
「
第
二
回
村
会
議
事
録
」
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
城
下
村
は
町
村
制
の
施
行
に
よ

り
、
中
之
条
村
・
御
所
村
・
諏
訪
形
村
・
小
牧
村
の
区
域
を
も
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
城

下
村
で
は
６
月
に
第
１
回
、
９
月
に
第
２
回
村
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
事
録
が
作
成
さ

れ
ま
し
た
。
◆
こ
の
う
ち
「
第
二
回
村
会
議
事
録
」
に
は
、
後
に
初
代
上
田
市
長
を
務
め
た
細

川
吉
次
郎
氏
が
議
会
で
発
言
し
て
い
ま
す
。
細
川
議
員
は
文
久
元
年(

１
８
６
１
年)

、
諏
訪
形

村
の
庄
屋
を
務
め
た
旧
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
早
く
か
ら
父
親
と
家
業
の
農
業
・
養
蚕
・
蚕
種

業
に
従
事
し
ま
し
た
。
勤
勉
で
有
能
で
あ
り
、
若
く
し
て
村
会
議
員
に
選
ば
れ
、
明
治
26
年
、

32
歳
で
城
下
村
村
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
◆
こ
の
議
事
録
に
は
「
四
番(

細
川
吉
次
郎)

」
と
し

て
発
言
の
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
細
川
議
員
は
「
有
給
吏
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
町

村
制
第
四
十
条
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
実
費
弁
償
に
つ
い
て
は
名
誉
職
員
に
弁
当
料
を
与

え
る
の
か
」
と
発
言
し
、
そ
れ
に
対
し
て
議
長
の
片
岡
栄
作
村
長
は
「
弁
当
料
は
別
項
に
あ
る
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
実
費
弁
償
の
審
議
は
４
名
の
委
員
を
選
ん
で
行
う
こ
と
に
決
定

し
、
細
川
議
員
は
最
高
得
票
で
委
員
に
え
ら
ば
れ
ま
し
た
。
◆
細
川
議
員
は
後
に
上
田
町
長
を

務
め
、
大
正
８
年
に
は
上
田
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
大
正
10
年
に
は
城
下
村
は
上
田
市
と
編

入
合
併
し
、
名
実
と
も
に
人
口
３
万
人
余
の
上
田
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。(

倉
澤)  

 

■公文書館の利用 ※公文書館は入場無料、郷土博物館展示室は有料（大人 100円） 

 
➢ 資料検索→目録検索システムをご利用ください。 

➢ 閲覧申込→所定用紙でお申込みください。メール、ファックスで

も可能です。ただし、一度に閲覧できるのは「５点」までです。 

➢ 資料閲覧→個人情報の審査終了後に閲覧の可否を連絡しま

す。館内閲覧室でご覧いただきます。館外貸出しは行いませ

ん。 
 

※審査に時間を要する場合があります。また、個人情報が含まれる資料は閲覧

できない場合があります。目録検索システムのご利用、閲覧申込書のダウンロ

ードは、上田市ホームページ内の公文書館ページからどうぞ。 
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明治 22年、第 2回

城下村村会議事録 


